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原子力損害賠償の進捗状況について
＜原子力損害賠償のご請求・お支払い等実績＞

2025年12月26日現在

個人※１ 法人・個人事業主など※３

ご請求について

ご請求書受付件数（延べ件数） 約3,359,000件 約588,000件

本賠償の状況について

本賠償の件数（延べ件数） 約3,135,000件 約501,000件

本賠償の金額※２ 約4兆0,043億円 約7兆4,895億円

これまでのお支払い金額について

本賠償の金額※２ 約11兆4,938億円 ①

仮払補償金 約1,559億円 ②

お支払い総額 約11兆6,497億円 ①＋②

※1 個人の自主的避難等に係る損害を含んでおります。

※2  仮払補償金から本賠償に充当された金額は含んでおりません。
※3 除染等費用を含んでおります。
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2020/3/19
11兆8,822億円

(+5,288)

(億円)

2019/9/26
11兆3,534億円

2011/12/27
1兆7,003億円

2013/5/31
3兆9,093億円

(+6,894)

(+6,662)

法人・個人
事業主など

個人

仮払補償金

3兆7,577億円

4兆0,043億円

1,559億円

＜折れ線＞
要賠償額

＜棒＞
支払額

【新・総特】
2013/12/27

4兆9,088億円

(+9,995)

2014/7/23
5兆4,214億円

(+5,125)

【総特】
2012/3/29

2兆5,462億円

(+8,459)

2012/12/27
3兆2,430億円

(+6,968)

2015/3/26
6兆1,252億円

(+7,037)

2015/6/29
7兆 753億円

(+9,501)

2016/3/18
7兆6,585億円

(+5,831)

2016/12/27
8兆3,664億円

(+7,078)

除染等 3兆7,318億円

(+977)

11兆6,497億円

2025/12累計

(+12,405)

2017/6/28
9兆7,047億円

【新々・総特】
2017/5/11

8兆4,641億円

2018/3/27
10兆3,895億円

(+6,848)

2011/10/28
1兆109億円

2019/3/19
10兆9,672億円

(+5,776)

(+3,861)

(+4,394)

2021/3/22
12兆3,216億円

2021/9/30
12兆5,018億円

(+1,802)

【四次総特】
2021/7/21

12兆3,216億円

2022/3/22
12兆5,865億円

(+846)

(年/月)

2023/3/22
13兆2,039億円

(+6,173)

2024/3/15
13兆4,179億円

(+2,140)

2025

2025/3/3
13兆5,971億円

(+1,791)

2011



2025年12月26日現在
申立件数 31,874件

解決件数

31,261件

全部和解件数 24,793件

取下げ件数 3,703件

打切り件数 2,763件

却下・和解の仲介をしない 2件

現在進行中の件数 613件
出典：原子力損害賠償紛争解決センターＨＰより

＜賠償項目別の合意金額の状況＞

個人 法人・個人事業主

2011年

８月：個人本賠償

 ・精神的損害 ・就労不能等に伴う損害 ・検査費用
 ・避難、帰宅、一時立入費用 ・生命、身体的損害 等

９月：法人本賠償

 ・営業損害 ・出荷制限指示等による損害
 ・風評被害 ・間接損害 等

2012年
２月：自動車に対する賠償 自主的避難等に係る損害に対する賠償

  ７月：建物の修復費用等に係る賠償

２月：自動車に対する賠償

１２月：償却資産および棚卸資産の賠償

2013年
３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償 、 家財の賠償

１１月：田畑に係る賠償

３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償

１１月：田畑に係る賠償

2014年

１月：精神的損害（要介護者さま等への増額）に係る賠償

  ３月：移住を余儀なくされたことによる精神的損害に係る賠償
         早期帰還に伴う追加的費用に係る賠償
         避難指示解除後の相当期間に係る賠償 、 仏壇の賠償

  ４月：住居確保に係る費用の賠償
  ７月：墓石等の修理に係る賠償
  ９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償 、 自主的除染に係る費用の賠償

９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償

         自主的除染に係る費用の賠償  

2015年

２月：家財の個別賠償

  ３月：福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償
  ４月：墓石等の移転に係る賠償
  ６月：避難指示解除準備区域・居住制限区域における精神的損害の追加賠償

３月：避難等対象区域内の農林漁業以外の事業者さまに対する仮払

         福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償
  ６月：新たな営業損害賠償等

2016年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：農林業者さまに対する2017年１月以降の営業損害賠償等

2017年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：平成30年以降の避難指示区域外の農林業における風評賠償

2018年
１月：移住を余儀なくされた区域における住居確保にかかる費用の賠償

３月：2018年4月以降における個人さまの避難・帰宅等にかかる費用の賠償
８月：2019年以降の避難指示区域外の農林業における風評

2019年
２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し

９月：消費税率引上げにともなう住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し

2022年 １２月：ALPS処理水放出に伴い風評被害等が発生した場合の賠償

2023年 ３月：中間指針第五次追補決定等を踏まえた精神的損害等に対する追加の賠償

2024年 ３月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し

＜ご案内を開始している主な賠償項目＞
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要賠償額<A>
(2025年3月3日資金援助額変更申請)

賠償合意実績<B>※1

（2025年12月末現在）

Ⅰ．個人の方に係る項目 24,884億円 23,829億円

検査費用等 3,559億円 2,942億円

精神的損害 13,661億円 13,407億円

自主的避難等 4,912億円 4,732億円

就労不能損害 2,751億円 2,747億円

Ⅱ．法人・個人事業主の方に係る項目 36,123億円 34,841億円

営業損害 5,610億円 5,617億円

出荷制限指示等による損害及び風評被害 20,940億円 21,230億円

一括賠償（営業損害、風評被害等） 3,448億円 2,678億円

間接損害等その他 5,388億円 5,314億円

Ⅲ．共通・その他 22,729億円 20,403億円

財物価値の喪失又は減少等 15,653億円 15,076億円

住居確保損害 6,826億円 5,076億円

福島県民健康管理基金 250億円 250億円

Ⅳ．除染等※2 52,233億円 37,196億円

合計 135,971億円 116,270億円

※1 振込手続き中の方も含まれるため、これまでのお支払金額とは一致しません。 【B／A 86%】

※2 閣議決定及び放射性物質汚染対処特措法に基づくもの。

＜ＡＤＲの対応状況＞

※申立件数のうち、当社に送達がなされているのは31,775件（12月26日現在）、月平均で約64件（2025年）

※現在進行中の件数のうち、18件は一部和解が成立している

※和解金額は約3,655億円



福島復興へ向けた取り組み①

福島復興へ向けた取り組み実績

活動人数
1,226,402人
（前月比＋3,266人）

環境再生・復興推進活動

原子力損害賠償

◼環境再生・復興推進活動の業務別割合

復興本社設立（2013年1月）からの累計

■2025年12月までの累計実績

◼今後の主な活動予定 〔凡例〕 【環】・・環境再生活動  【復】・・復興推進活動  【流】・・流通促進活動 【他】・・その他

賠償お支払総額
約 11兆6,497億円

（前月比＋206億円）

除染

中間貯蔵

環境再生活動
2025年

12月末時点

環境回復・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

廃棄物・
リサイクル

除草

清掃･片付け

一時帰宅対応
営農再開

イベント対応

放射線測定

見回り･ご依頼等

復興推進活動
2025年

12月末時点

キッチンカーの出店予定は
こちらから→

■2025年度の実績（4月～12月）

イベント開催数
 373回
（前月比＋31回）

出店店舗数

1629店舗
（前月比＋44店舗）

流通促進活動

環境再生・復興推進活動

対応件数
3,107件

（前月比＋241件）

福島県
①ふくしま三名湯グルメフェア様

⑦東急ストアステーション11店舗様
⑧Pasar蒲田店様
⑨クイーンズ伊勢丹15店舗様
⑩シァル鶴見店様

1月30日(金)～  2月15日(日)
首都圏
②角上魚類草加店様
③富士ガーデン浦和コルソ店様
④富士ガーデンビーンズ赤羽店様
⑤ニュー・クイックルミネ立川店様
⑥シャポー船橋

2月  6日(金)～  2月  7日(土)
2月  6日(金)～  2月  7日(土)
2月  7日(土)～  2月  8日(日)
2月  6日(金)～  2月  8日(日)
2月13日(金)～  2月15日(日)
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2月19日(木)～  2月22日(日)
2月22日(日)～  2月23日(月)
2月25日(水)～  3月  1日(日)
2月27日(金)～  3月  2日(月)

【復】 2月地域行事・イベントへの協力
【流】 2月の福島県産品販売会・イベントの主な開催予定



新年のイベントのお手伝い

福島復興へ向けた取り組み②

■ 浪江町「浪江町二十歳を祝う会」【 2026年1月10日（土）】

➢ 当社は、浪江町生涯学習課社会教育係よりお声がけいただき､会場準備・片付けや駐車場誘導などの
お手伝いを行いました。

➢ 二十歳の節目を迎えた7名の門出を祝い、会場は華やかな雰囲気で喜ぶ笑顔にあふれていました。

■ 大熊町「里がえりもちつき大会 2026」【 2026年1月10日（土）】

➢ 当社は、おおくまコミュニティづくり実行委員会よりお声がけいただき､イベント運営の補助や

 会場準備、駐車場誘導、片付けなどのお手伝いを行いました。

➢ もちつきは、二十歳の成人式に出席する方々も参加され、つきたてのおもちがふるまわれました。
特に「汁もち」は人気を集め、行列ができるほどでした。

おもちのふるまいの様子 駐車場誘導もちつきの様子

4

記念撮影の様子 会場の様子 会場の片付け



■ 双葉町「ダルマ市」【 2026年1月10日（土）～ 2026年1月11日（日） 】

➢ 当社は、双葉町ダルマ市実行委員会よりお声がけいただき､地域の皆さまとともに事前の清掃活動や
駐車場の準備・誘導などのお手伝いを行いました。

➢ 初日は天候に恵まれましたが、2日目は強風により午前のみの開催となりました。それでも会場には
昨年より約400名多い約3,800名が来場し、大きな賑わいとなりました。

新年のイベントのお手伝い

福島復興へ向けた取り組み③
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◆今後の主な活動予定

地域の皆さまと事前の清掃活動 駐車場誘導

子供神輿の様子 会場の様子

昨年の来場者受付の様子

期 間 活 動 ・ イ ベ ン ト 名 （ 地 域 ） 活 動 内 容

3月11日（水） 富あかり（富岡町） 会場準備・片付け等

4月 4日（土）～ 5日（日） 夜の森桜まつり2026（富岡町） 来場者受付・会場内清掃等

復興推進活動などの取材をご希望の際は、福島広報部へご相談ください



福島県産品の流通促進の取り組み

福島復興へ向けた取り組み④

福島牛「福粕花」の特別試食会
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東京都千代田区 帝国ホテル東京 3階 錦の間

• 銀座周辺の約10店舗の高級飲食店関係者をご招待し、福島県が誇る
新たなブランド牛、福島牛「福粕花」の特別試食会を開催します。

• 福島牛「福粕花」を中心に、ブランド米「福、笑い」やGAP認証農産物、
日本酒を試食いただくことで、高級飲食店での販路開拓に繋げることを
目的としています。

2月19日（木） 14：30～16：30

商談）会の紹介の仕方は慎重に、参加者が敬遠しないよう）

画像はイメージ

出典：福島県 農林水産部 畜産課HP

〇福島牛「福粕花」の特徴

ふくはっか

二項検定**(p<0.01) 、* (p<0.05) 

図２ 味覚センサー分析結果図１ 嗜好型官能評価結果

 、 ：福島牛「福粕花」
 、 ：福島牛

特 色

日 程

場 所

初の取り組み

〇特別試食会提供メニュー
3部位素焼き、ビーフシチュー、ローストビーフ、鉄板焼き

(人)

やわらかさ ジューシーさ 脂の旨み 食感の好ましさ 香りの好ましさ 味の好ましさ 全体の好ましさ

〇福島牛「福粕花」とは

• 日本酒の名産地・福島の滋養ある酒粕を出荷前の90日間以上給与した、選りすぐりの福島牛。
• 甘く芳醇な和牛香を生み出すラクトン類を多く含むことが特徴。
• 福島牛「福粕花」は、以下の1から4全ての項目を満たす黒毛和種。
１．協議会が指定した酒粕パウダーを出荷前の90日間以上給与したものであること
２．牛枝肉取引規格の肉質等級が5等級であること
３．最長飼養地が福島県であること
４．去勢または雌（未経産）であること

〇酒粕飼料
日本酒の副産物である酒粕は栄養満点。
香りも良いので牛は食欲が増し、健康で良い肉質の牛が育つ



福島復興へ向けた取り組み⑤

首都圏での福島県産品のPRイベント

特 色

日 程

場 所
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特 色

日程：場所

「ふくしま満彩！グルメフェア Winter」

特設サイトはこちら

• 新規参加の16店舗を加えた36店舗の飲食店で開催します。
• 福島牛や常磐ものをはじめとする福島県産の食材をふんだんに使い、

冬ならではの体も心も温かくなるようなメニューを首都圏の皆さまにお届けします。

2月6日（ 金 ） ～ 3月1日（ 日 ）

フェアメニュー注文で、上記ステッカープレゼント

【グルメフェア参加飲食店】福島県産地見学会

• 首都圏のグルメフェアに参加を検討している飲食店等7社11名をご招待し、産地見学会を開催。
• 参加者から、「魚種の多さに驚いた。競りを見られたのは大変貴重な体験だった」、

「福粕花を初めて食べたが甘味もあって美味しい」 等の感想をいただきました。
• 産地見学会をきっかけに、冬のグルメフェアへの新規参加や、飲食店で新たに福島牛を

お取扱いいただく等、販路拡大につながっています。

冬季初開催
（累計10回目）

2回目の開催

画像はイメージ

見学会の様子

福島県産品の流通促進の取り組み

12月1日（ 月 ） 常磐ものコース 12月2日（ 火 ）福島牛コース

12月1日（月） ： 常磐ものコース（松川浦漁港（相馬港）、飯塚商店、ホップジャパン）

12月2日（火） ： 福島牛コース （郡山市総合地方卸売市場、鈴畜中央ミート、濱津農園、あぶくまビール）

初：初参加店舗

松川浦漁港 ホップジャパン飯塚商店（漁港内） 郡山市場 鈴畜中央ミート（市場内） 濱津農園 あぶくまビール

：見学会参加店舗

福島牛のしゃぶしゃぶ 福島県産日替わり鮮魚入り
シーフードカレー

真蛸のミンチのラグーソースの
スパゲッティー

常磐ものメヒカリ唐揚げ 福島牛と三春産
しいたけのメンチカツ

福島牛100%ミートソースの
ラザニア

あじフライ定食

見

　　　店舗名 住所 　　　店舗名 住所 　　　店舗名 住所

割烹　夢心邸 東京都千代田区 神楽坂 ほたる燈 東京都新宿区 呑み食い処うおひで 東京都北区

post食堂 東京都千代田区 四ッ谷haraku-chi(はらくっち) 東京都新宿区 やきにく処　蔵元　西台店 東京都板橋区

bar a v in ROTI 東京都千代田区 Alberini 東京都新宿区 旬彩料理　晶 神奈川県横浜市中区

数寄屋橋公会堂 東京都中央区 ＴＯＭＢＯＹ新宿店 東京都新宿区 Ω-CAFÉ（オーカフェ） 神奈川県横浜市中区

羅豚 ギンザ・グラッセ 東京都中央区 U-café 東京都台東区 肉とアジアン bingin 神奈川県横浜市中区

立ち呑　破天荒 東京都港区 東北居酒屋 奥羽の宴 東京都台東区 ジャラン ジャラン 神奈川県横浜市中区

青山 はら八 東京都港区 肉問屋直送　焼肉処蔵元 東京都豊島区 sund 神奈川県横浜市中区

兀兀 東京都港区 和食屋 ふくしま 東京都豊島区 trattorìa AQUILOTTO 神奈川県横浜市港北区

表参道 BACCHUS 東京都港区 ひ暮らし 東京都豊島区 濱や 神奈川県川崎市川崎区

Suginoko青山 東京都港区 ワイン食堂Ｇｏｃｃｈｉ’ｓ 東京都豊島区 九州酒場 つくし ラ チッタデッラ 神奈川県川崎市川崎区

鯨の離れ 東京都港区 Tefu 東京都豊島区 東屋きっちん 神奈川県相模原市南区

蕎麦　麓屋　京王プラザホテル 東京都新宿区 魚波　池袋東口港 東京都豊島区 日本料理 鯉之助 神奈川県鎌倉市

初

初

初

初

初

初

初

初

初

初

初初

初

初

初

初

見

見

見

見

見 見

見
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発見！ふくしま お魚まつり in 代々木公園

17回目の出店

2月20日（金） ～ 2月23日（月・祝） 10：00～20：00 （最終日は18：00終了）

• 日本最大級の魚食イベント「SAKANA&JAPAN FESTIVAL2026」と連携し、
「常磐もの」をはじめとした福島県産水産品のＰＲイベントを開催します。

• 北海道・東北の水産品をＰＲする「食べて応援！ニッポンの幸」エリアも開設します。

東京都渋谷区 代々木公園内 イベント広場～ケヤキ並木

特 色

日 程

場 所

画像はイメージ

詳細はこちら

首都圏での福島県産品のPRイベント

ノドグロ炙りとメヒカリ刺し入り
ふくしま全部のせ丼

＜なこそ処ちょんまげ＞

常磐もの極み握り
＜東京すし和食調理
 専門学校＞

常磐煮干し
熟成醤油中華そば
＜麺処ひろ田製粉所＞

ほっき飯
＜大川魚店＞

さんまのポーポー焼き
＜小名浜さんま＞

福島の地酒
飲みくらべセット
＜福島県酒造協同組合＞

ふくしまシードル
＜WINERY AZUMA

SANROKU＞

青森県陸奥湾産ほたて焼き

＜青森県漁業協同組
 合連合会＞

大粒牡蠣のうしお煮
＜石巻魚市場買受人
協同組合青年部＞ ＜発見！うまいもの隊＞

濃厚牡蠣ソースとみやぎ
サーモンの焼きそば

「発見！ふくしま お魚まつり」エリア

「食べて応援！ニッポンの幸」エリア

ほや串焼き
＜かき小屋ほや小屋まぼ屋＞

昨年の様子
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